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県
境
に
あ
る
人
口
約
３
千
人
の
町

で
、
最
大
標
高
が
１
４
５
５
ｍ
あ

る
た
め
「
雲
の
上
の
町
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
町
内
に
は
新
国
立
競

技
場
の
設
計
を
手
掛
け
た
建
築
家

隈
研
吾
氏
が
設
計
し
た
建
物
が
町

庁
舎
を
は
じ
め
６
カ
所
も
あ
り
、

町
内
産
木
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
用
い

ら
れ
、
観
光
資
源
と
し
て
も
活
躍

す
る
。

　
そ
の
ほ
か
視
察
団
一
行
は
、
全

国
の
ト
ヨ
タ
販
売
店
の
中
で
顧
客

満
足
度
日
本
一
を
13
年
連
続
で
達

成
し
、
日
本
経
営
品
質
賞
を
受
賞

し
た
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
南
国
㈱
な
ど

を
視
察
し
た
。

職
域
接
種
が
無
事
終
了

４
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

高知卸商センター
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第
46
回
問
屋
町
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
が
11
月
25
日
（
金
）
と
12
月
２

日
（
金
）
に
ア
オ
モ
リ
ボ
ウ
ル
で

開
催
さ
れ
、
15
社
か
ら
93
名
が
参

加
し
た
。
今
回
も
昨
年
同
様
、
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
に
よ
り
密
を

避
け
る
た
め
、
参
加
チ
ー
ム
を
２

日
間
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。

　
大
会
は
１
チ
ー
ム
３
名
の
団
体

戦
と
個
人
戦
が
行
わ
れ
、
２
ゲ
ー

ム
の
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
で
順
位
が

決
定
さ
れ
る
。
団
体
戦
で
は
㈱
青

森
新
生
活
互
助
会
チ
ー
ム
が
優
勝

を
果
た
し
た
。
個
人
戦
男
性
の
部

の
優
勝
者
は
㈱
吉
田
産
業
の
福
士

克
夫
氏
、
女
性
の
部
は
同
社
の
蝦

名
え
り
か
氏
が
個
人
３
連
覇
の
偉

業
を
達
成
し
た
。

　
同
大
会
で
は
ス
コ
ア
上
位
者
以

外
で
も
獲
得
で
き
る
特
別
賞
を
多

数
用
意
。
12
月
９
日
（
金
）
に
問

屋
町
会
館
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で

は
、
江
渡
労
務
対
策
委
員
長
か
ら

入
賞
者
へ
賞
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

参
加
者
は
た
く
さ
ん
の
賞
品
を
手

に
し
、
笑
顔
で
持
ち
帰
っ
た
。

団体優勝の青森新生活互助会チーム

　
組
合
で
は
、
11
月
17
日
か
ら
19

日
ま
で
の
３
日
間
、
国
内
経
済
視

察
会
を
開
催
し
た
。
今
回
は
西
理

事
長
を
団
長
に
組
合
員
ら
11
名
が

参
加
し
、
高
知
県
の
卸
団
地
な
ど

を
視
察
し
た
。

　
初
め
に
訪
れ
た
高
知
卸
商
セ
ン

タ
ー
㈿
は
、
卸
団
地
内
に
蔦
屋
書

店
や
ニ
ト
リ
な
ど
の
大
型
小
売
店

に
加
え
、産
直
施
設
や
衣
料
品
店
、

飲
食
店
な
ど
一
般
客
向
け
の
施
設

が
多
数
あ
る
全
国
で
も
珍
し
い
卸

団
地
で
あ
っ
た
。

　
次
に
視
察
し
た
梼
原
町
（
ゆ
す

は
ら
ち
ょ
う
）
は
、
愛
媛
県
と
の

加
え
青
森
県
立
保
健
大
学
の
学
生

ア
ル
バ
イ
ト
ら
が
担
当
。
４
回
目

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ

全
員
が
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
慣
れ

て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
接
種
が
進

め
ら
れ
た
。
利
用
者
か
ら
は
「
会

社
の
近
く
で
待
ち
時
間
も
少
な
く

接
種
で
き
、
あ
り
が
た
い
」
と
好

評
で
あ
っ
た
。

　
職
域
接
種
の
実
施
に
よ
り
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る

地
域
の
負
担
を
軽
減
し
て
接
種
の

加
速
化
が
図
ら
れ
、
安
心
・
安
全

な
職
場
環
境
整
備
や
経
済
活
動
の

早
期
回
復
に
一
役
買
っ
た
。

　
問
屋
町
会
館
２
階
で
実
施
さ
れ

た
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
一
方
通
行

の
動
線
を
確
保
し
、
換
気
を
行
う

な
ど
三
密
を
回
避
。
マ
ス
ク
着
用

や
手
指
消
毒
な
ど
感
染
防
止
対
策

を
徹
底
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ま

で
同
様
、
村
上
新
町
病
院
の
協
力

の
も
と
医
師
や
看
護
師
を
手
配

し
、
ス
タ
ッ
フ
も
事
務
局
職
員
に

　
組
合
で
は
11
月
に
５
日
間
の
日

程
で
、
４
回
目
と
な
る
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
を
実
施
し

た
。
今
回
の
接
種
ワ
ク
チ
ン
は
、

変
異
株
で
あ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

（
Ｂ
Ａ
・
１
）に
対
応
す
る
も
の
。

組
合
員
や
近
隣
企
業
従
業
員
、
そ

の
家
族
を
合
わ
せ
て
１
３
３
２
人

が
接
種
し
た
。

コロナワクチン職域接種

　
４
回
目
と
な
る
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
が

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
医

師
及
び
看
護
師
を
派
遣
い
た

だ
い
た
村
上
新
町
病
院
様
に

心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。
今
回
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
集
団

予
防
接
種
の
翌
週
に
新
型
コロ
ナ
職

域
接
種
を
行
う
強
行
ス
ケ
ジ
ュー
ル

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
実
施
で

き
た
の
は
、
し
っ
か
り
と
準
備
し
て

運
営
し
た
事
務
局
ス
タ
ッフ
あ
って
の

こ
と
。
頼
も
し
い
限
り
で
す
▼
さ
て

２
０
２
２
年
度
の
組
合
事
業
は
、
こ

こ
ま
で
は
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
す
が
に

大
規
模
か
つ
飲
食
を
伴
う
納
涼
パー

テ
ィ
ー
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
コロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
や
合
同
交
流
会
は
３
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
よ
う

や
く
通
常
モ
ー
ド
に
戻
って
き
た
と

いっ
た
感
じ
で
す
▼
イ
ベン
ト
の
再
開

に
関
し
て
は
、
や
は
り
青
森
ね
ぶ
た

祭
の
復
活
が
大
き
か
っ
た
。
ね
ぶ
た

が
や
れ
た
の
な
ら
こ
れ
も
で
き
そ
う

だ
、
と
前
向
き
な
好
循
環
が
生
ま

れ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
来
年

の
ね
ぶ
た
祭
も
楽
し
み
で
す
▼
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
を
震
撼
さ

せ
て
か
ら
も
う
す
ぐ
３
年
。
最
初

の
頃
は
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
と
ど
う
向

き
合
う
の
か
手
探
り
で
し
た
が
、

現
在
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
か
な
り
進

み
、
経
口
薬
も
海
外
製
の
モ
ル
ヌ
ピ

ラ
ビ
ル
や
国
産
の
ゾ
コ
ー
バ
が
開
発
さ

れ
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
対
応
策
が

と
れ
る
よ
う
に
な
って
き
ま
し
た
。

新
年
は
明
る
いニュー
ス
が
多
い
こ
と

を
切
に
願
い
ま
す
。（
小
田
切
）

　
今
回
は
、
今
年
９
月
に
㈱
商
工

組
合
中
央
金
庫
青
森
支
店
に
赴
任

さ
れ
た
、
深
道
支
店
長
に
お
話
を

伺
っ
た
。

　
同
金
庫
は
昭
和
初
期
に
度
重
な

る
恐
慌
の
混
乱
の
中
で
中
小
企
業

を
支
え
る
た
め
昭
和
11
年
に
設

立
。
国
内
及
び
海
外
に
１
０
６
店

舗
等
を
有
し
、
組
合
支
援
、
経
営

改
善
支
援
、
海
外
展
開
支
援
、
事

業
承
継
支
援
な
ど
の
提
供
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　
同
金
庫
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺

う
と
「
新
中
期
計
画
に
お
い
て
、

お
客
様
に
対
し
変
化
に
つ
よ
い
企

業
経
営
を
実
現
す
る
た
め
の
総
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
当
金
庫
の
企
業
価
値
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の
主
要
戦
略

と
し
て
①
情
報
サ
ー
ビ
ス
・
人
財
サ

ー
ビ
ス
・
高
度
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
総

合
的
な
課
題
解
決
力
強
化
を
目
的
と

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
シ
フ
ト
、②
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

経
営
支
援
、
事
業
再
生
支
援
の
３
つ

の
分
野
を
積
極
的
に
強
化
し
て
い
く

差
別
化
分
野
の

確
立
、③
環
境
変

化
に
強
い
組
織

づ
く
り
を
行
う

企
業
変
革
に
取

組
み
ま
す
。
当

金
庫
の
安
定
的

な
経
営
基
盤
を

維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
組
合
の
活
性
化
支
援
を

通
じ
た
関
係
の
維
持
・
向
上
は
不
可

欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
地
域

再
生
、
産
業
構
造
再
構
築
支
援
等
の

取
組
み
に
際
し
て
は
、
組
合
の
組
織

化
機
能
の
活
用
が
有
効
で
あ
り
、
効

果
的
な
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
」
と
ア
ピ
ー
ル
。

　
新
任
地
で
の
目
標
を
尋
ね
る
と

「
ま
ず
は
県
や
市
と
い
っ
た
地
方
公

共
団
体
、
経
済
団
体
、
地
域
金
融
機

関
な
ど
の
皆
様
と
連
携
し
、
青
森
経

済
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
当
金
庫
の
特

徴
で
も
あ
る
全

国
展
開
を
活
か

し
た
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
、

体
制
を
強
化
し

て
い
る
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
経
営
支

援
に
積
極
的
に

取
組
み
た
い
で

す
」
と
力
強
く
語
る
。

　
青
森
の
第
一
印
象
は
「
津
軽
平
野

の
壮
大
さ
、
岩
木
山
や
八
甲
田
山
、

青
森
湾
と
陸
奥
湾
の
景
観
な
ど
自
然

の
美
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
問
屋
町
に
お
い
て
は
入
口
に
配
置

さ
れ
て
い
る
看
板
の
デ
ザ
イ
ン
が
お

洒
落
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
組
合

員
の
皆
様
も
と
て
も
仲
が
良
く
、

問
屋
町
全
体
を
盛
り
上
げ
る
意
識

が
非
常
に
高
い
と
思
い
ま
し
た
」

と
話
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
話
が
及
ぶ
と

「
大
学
ま
で
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て

い
ま
し
た
。
本
当
は
ラ
グ
ビ
ー
が

大
好
き
で
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
る
こ

と
を
夢
見
て
い
ま
し
た
が
、
危
険

だ
か
ら
と
反
対
さ
れ
て
諦
め
ま
し

た
。
今
で
も
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
は
大

好
き
で
す
。
ま
た
温
泉
県
大
分
育

ち
な
の
で
、
朝
か
ら
温
泉
に
入
る

こ
と
に
も
幸
せ
を
感
じ
ま
す
」
と

笑
う
。

　
座
右
の
銘
は
「
守
破
離
と
い
う

言
葉
で
、
ま
ず
は
基
本
の
型
を
大

切
に
し
、
そ
の
中
で
自
分
を
活
か

せ
る
も
の
を
選
択
し
な
が
ら
、
最

後
に
自
分
の
個
性
を
加
え
て
い
く

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
締

め
く
く
っ
た
。
　
　
　
　（
47
歳
）

㈱商工組合中央金庫
青森支店 支店長

新
支
店
長
に
聞
く

青
森
産
業
会
館
で
３
年
ぶ
り
に
大
農
林
水
産
祭
開
催

は
、
２
日
間
通
し
て
長
蛇
の
列
が

で
き
て
い
た
。

　
卸
団
地
に
あ
る
青
森
産
業
会
館

に
お
い
て
11
月
12
日
（
土
）・
13

日
（
日
）
の
２
日
間
、
津
軽
海
峡

交
流
圏
大
農
林
水
産
祭
が
開
催
さ

れ
た
。
当
イ
ベ
ン
ト
は
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
開
催
が
見
送
ら
れ
て
き
て

い
た
が
、
こ
の
た
び
３
年
ぶ
り
の

実
施
と
な
っ
た
。

　
青
森
県
と
南
北
海
道
の
農
林
水

産
物
や
加
工
品
等
を
販
売
す
る
ブ

ー
ス
が
60
以
上
出
店
。
初
日
に
は

小
野
寺
青
森
市
長
も
会
場
を
訪

れ
、
２
日
間
で
８
千
人
近
く
の
来

場
客
を
集
め
た
。
特
に
人
気
だ
っ

た
十
三
湖
し
じ
み
の
す
く
い
ど
り

　
組
合
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
教
室
が
、「
い
い
夫
婦
の
日
」に
ち

な
ん
で
11
月
22
日（
火
）に
男
性
限

定
で
開
催
さ
れ
た
。
問
屋
町
会
館

２
階
で
行
わ
れ
た
同
教
室
に
は
組

合
員
従
業
員
23
名
が
参
加
し
た
。

　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室
は
花
の
普
及
を
目
的
に
青
森
県

花
の
く
に
づ
く
り
推
進
協
議
会
の

協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
、
今
年
で

８
年
目
と
な
る
。

　
参
加
者
は
講
師
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
、
１
時
間
ほ
ど
で
作
品
を

完
成
。
持
ち
帰
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
は
パ
ー
ト
ナ
ー
へ

贈
ら
れ
た
。

　
参
加
者
は
「
毎
回
参
加
し
て
お

り
、
最
近
は
妻
か
ら
〝
そ
ろ
そ
ろ

じ
ゃ
な
い
？
〞
と
待
ち
焦
が
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
笑
顔
で

感
想
を
語
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
12
月
８
日
（
木
）
に
は

男
女
不
問
の
同
教
室
が
開
催
さ

れ
、
組
合
員
の
女
性
従
業
員
を
中

心
に
34
名
が
参
加
し
た
。

フラワーアレンジメント教室

入　学　生　募　集　！入　学　生　募　集　！
－ ICTのスペシャリストを育成!! －

受付

問診

接種待ち

接種

高
知
県
の
卸
団
地
な
ど
を
視
察

国
内
経
済
視
察
会

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

























































第
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青
森
県
内
５
卸
団
地
で
組
織
さ

れ
る
青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協
議

会
の
第
36
回
通
常
総
会
が
11
月
24

日
（
木
）、
ホ
テ
ル
青
森
で
開
催

さ
れ
た
。

　
県
内
各
地
の
卸
団
地
か
ら
20
名

が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
総
会
で

は
、
西
会
長
（
㈿
青
森
総
合
卸
セ

ン
タ
ー
理
事
長
）
が
議
長
に
選
出

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
総
会
後
に
は
懇
親
会
も
開
催
さ

れ
、
各
卸
団
地
の
近
況
報
告
等
が

語
ら
れ
る
な
ど
活
発
な
情
報
交
換

が
な
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
11
月
４
日
（
金
）
に
は

　
11
月
18
日
（
金
）
と
25
日
（
金
）

の
２
日
間
、
青
森
中
央
学
院
大
学

の
学
生
が
企
業
見
学
と
し
て
当
組

合
を
訪
れ
、
組
合
事
務
局
の
小
田

切
業
務
部
長
ら
が
流
通
業
や
卸
売

問
屋
町
会
館
に
お
い
て
県
団
地
協

議
会
主
催
の
女
子
職
員
を
対
象
と

し
た
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。
各
卸

団
地
の
女
子
職
員
８
名
に
加
え
、

組
合
の
支
援
・
指
導
機
関
で
あ
る

青
森
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
か

ら
も
３
名
が
参
加
し
た
。

　
研
修
会
で
は
個
性
心
理
學
認
定

講
師
の
し
ば
た
け
ん
じ
氏
を
講
師

に
招
き
、「
ひ
と
の
個
性
を
楽
し

く
学
ぶ
個
性
心
理
學
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
コ
ツ
を
学

ん
だ
。
研
修
後
に
行
わ
れ
た
意
見

交
換
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

親
睦
を
深
め
て
い
た
。

▽
新
規
採
用

　
簡
易
郵
便
局
担
当
　
齋
藤
　
誠
治

（
２
０
２
２
年
11
月
16
日
付
）

問屋町交通診断

現況の写真をスライドに表示

第36回通常総会

女子職員研修会

学生の企業見学を受け入れ

案
件
二
．
組
合
管
理
施
設
解
体
資

金
等
の
借
入
に
つ
い
て

案
件
三
．
組
合
員
跡
地
買
取
資
金

等
の
借
換
に
つ
い
て

案
件
四
．
第
56
回
通
常
総
会
の
日

程
等
に
つ
い
て

案
件
五
．
２
０
２
２
年
度
第
８
回

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

　
理
事
会
終
了
後
に
は
青
森
問
屋

町
配
送
㈱
の
第
２
回
取
締
役
会
が

開
か
れ
、
提
出
案
件
が
全
て
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
（
工
藤
支
部
長
）
で
は
、
11
月

15
日
（
火
）
に
問
屋
町
会
館
２
階

大
会
議
室
に
お
い
て
問
屋
町
交
通

診
断
を
開
催
し
た
。

　
同
診
断
は
卸
団
地
内
や
周
辺
道

路
な
ど
の
交
通
事
故
防
止
対
策
を

協
議
す
る
も
の
。
交
通
診
断
で
の

協
議
の
結
果
、
関
係
機
関
か
ら
多

く
の
協
力
が
得
ら
れ
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
の
補
修
や
道
路
標
示
の

塗
り
直
し
、
歩
行
者
用
信
号
機
の

新
設
な
ど
、
様
々
な
事
故
防
止
対

策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
。

　
今
回
の
診
断
に
は
関
係
機
関
で

あ
る
青
森
警
察
署
、
国
、
県
、
市

の
各
担
当
官
を
招
き
、
問
屋
町
支

部
会
員
30
名
が
参
加
。
今
年
度
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
バ
ス
に
よ
る
現
地
視
察
は
行

な
わ
ず
、
交
通
事
故
発
生
の
恐
れ

の
あ
る
箇
所
の
現
況
の
写
真
等
を

ス
ラ
イ
ド
に
表
示
し
て
協
議
を
進

め
た
。

　
今
年
度
は
問
屋
町
東
口
及
び
第

二
問
屋
町
北
口
交
差
点
、
八
ツ
役

五
叉
路
交
差
点
の
安
全
対
策
な
ど

を
協
議
。
ま
た
、
昨
年
度
冬
期
間

に
交
通
事
故
が
多
数
発
生
す
る
要

因
と
な
っ
た
交
差
点
の
大
量
積
雪

に
つ
い
て
も
対
策
を
強
く
要
望
し

た
。

　
ま
た
交
通
診
断
終
了
後
に
は
、

事
故
多
発
交
差
点
で
あ
る
青
森
中

央
Ｉ
Ｃ
前
交
差
点
に
お
け
る
交
通

事
故
対
策
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

と
別
途
協
議
を
行
っ
た
。

　
11
月
28
日
（
月
）
に
第
７
回
理

事
会
が
開
か
れ
、
全
て
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
か
ら
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
職
域
接
種
や
問
屋
町
１
０

０
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
結
果
な
ど

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お

り
。

案
件
一
．
環
境
対
策
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

　
問
屋
町
内
除
排
雪
作
業
の
委
託

業
者
や
木
製
パ
レ
ッ
ト
等
リ
サ
イ

ク
ル
回
収
の
収
集
日
変
更
な
ど
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

今
年
度
の
問
屋
町
内
除
排
雪

作
業
の
委
託
業
者
な
ど
承
認

第
７
回
理
事
会

県
内
の
卸
団
地
が
交
流

中
央
学
院
大
生
が
組
合
を
見
学

問
屋
町
簡
易
郵
便
局

新
規
パ
ー
ト
採
用
の
お
知
ら
せ

問
屋
町
内
の
交
通
事
故
防
止
に

向
け
て
対
策
を
協
議

…
問
屋
町ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

業
、
問
屋
町
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
こ
の
企
業
見
学
は
青
森
中
央
学

院
大
学
１
、
２
年
生
の
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
授
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
、
毎
年
様
々
な
企
業
を

訪
問
し
て
実
社
会
の
経
済
活
動
を

体
感
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て

い
る
。

　
当
日
は
経
営
法
学
部
の
１
、
２

年
生
約
40
名
が
参
加
し
、
普
段
、

直
接
的
な
関
わ
り
が
少
な
い
流
通

業
や
卸
売
業
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
。

【
２
０
２
３
年 

組
合
員
新
年
会
】

①
日
時
　
２
０
２
３
年
１
月
６
日

　
　
　
　（
金
）
午
後
６
時

②
会
場
　
ホ
テ
ル
青
森

　
　
　
　
３
階
「
孔
雀
の
間
」  

③
会
費
　
お
一
人
に
つ
き
　

　
　
　
　
３
２
０
０
円
（
税
込
）

２
日
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
職

域
接
種
（
１
日
目
）

４
日
▽
県
流
通
団
地
連
絡
協
議
会

第
１
回
団
地
組
合
女
子
職
員

研
修
会

５
日
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
職

域
接
種
（
２
日
目
）

６
日
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
職

域
接
種
（
３
日
目
）

９
日
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
職

域
接
種
（
４
日
目
）

　
　
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
第
２
回
幹
事
会

12
日
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
職

域
接
種
（
５
日
目
）

15
日
▽
金
融
審
査
会

　
　
▽
安
協
問
屋
町
支
部
問
屋
町

交
通
診
断

17
日
▽
国
内
経
済
視
察
会

　
　（
〜
19
日
）

18
日
▽
青
森
中
央
学
院
大
学
企
業

見
学
（
１
日
目
）

22
日
▽
第
14
回
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
教
室

　
　（
男
性
限
定
）

24
日
▽
第
２
回
環
境
対
策
委
員
会

▽
北
日
本
流
通
ヴ
ァ
ン
㈱
第

２
回
取
締
役
会

　
　
▽
県
流
通
団
地
連
絡
協
議
会

第
１
回
理
事
会
・
第
36
回
通

常
総
会

25
日
▽
青
森
中
央
学
院
大
学
企
業

見
学
（
２
日
目
）

　
　
▽
第
46
回
問
屋
町
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
（
１
日
目
）

28
日
▽
第
７
回
理
事
会

29
日
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
34

回
会
員
交
流
会

11
月

１
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
第
４
回

街
頭
指
導

９
日
▼
営
業
初
心
者
戦
力
化
セ
ミ

ナ
ー（
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
編
）

10
日
▼
経
営
相
談
会
（
第
９
期
）

16
日
▼
新
任
管
理
者
研
修

　
　（
〜
18
日
）

22
日
▼「
相
談
」
対
応
ス
キ
ル
向

上
セ
ミ
ナ
ー

24
日
▼
基
礎
か
ら
学
ぶ
年
末
調
整

研
修
①

29
日
▼
基
礎
か
ら
学
ぶ
年
末
調
整

研
修
②

県
団
地
協
議
会
総
会・職
員
研
修
会

　
前
号
に
引
き
続
き
、
青
森
中

央
学
院
大
学
の
竹
内
教
授
に
よ

る
経
済
雑
感
を
お
送
り
す
る
。

　
英
国
の
著
名
な
辞
書
が
選
ん

だ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ 

ｏ
ｆ 

ｔ
ｈ
ｅ 

Ｙ
ｅ

ａ
ｒ
２
０
２
２
（
日
本
で
い
う

「
今
年
の
流
行
語
大
賞
」）
は
、

〝
Ｐ
ｅ
ｒ
ｍ
ａ
ｃ
ｒ
ｉ
ｓ
ｉ
ｓ
〞

だ
そ
う
だ
。「
長
期
間
に
わ
た

る
危
機
」。
言
う
ま
で
も
な
く
、

紛
争
が
続
く
世
界
情
勢
、
コ
ロ

ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
継
続
、

資
源
不
足
等
に
起
因
す
る
世
界

経
済
の
ふ
ら
つ
き
、
さ
ら
に
は

気
候
変
動
に
よ
る
深
刻
な
自
然

災
害
な
ど
を
包
含
し
て
い
る
。

日
本
の
私
た
ち
に
も
な
る
ほ
ど

と
思
わ
せ
る
言
葉
だ
。

　
こ
う
し
た
混
迷
の
時
代
に
は
、

先
行
き
を
見
据
え
、
変
化
へ
の
対

応
を
し
っ
か
り
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
人
材
が
不
可
欠
で
あ
る
。

し
か
し
、「
そ
ん
な
人
材
は
青
森

に
は
い
な
い
。
そ
ん
な
素
晴
ら
し

い
人
材
は
ウ
チ
の
よ
う
な
会
社
を

選
ん
で
く
れ
な

い
」と
皆
さ
ん
は

言
う
。
確
か
に
、

最
初
か
ら「
変

化
と
対
策
」を

考
え
、「
同
僚
や

上
司
と
建
設
的

な
意
見
を
交
わ
し
」、「
自
ら
動
け

る
」
人
材
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
で
き
そ
う
な
人
材
を
集
め
、

見
抜
き
、
教
育
す
る
方
法
は
、
私

た
ち
が
考
え
る
べ
き
事
案
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
自
社
の
存
在
意
義
を

「
見
え
る
化
」
し
、
プ
レ
ゼ
ン
資

料
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
学
生
の

興
味
は
確
実
に
向
上
さ
せ
ら
れ

る
。今
の
学
生
は
物
を
知
ら
な
い
。

企
業
名
で
す
ら
、
自
分
が
興
味
を

持
っ
て
い
る
一
部
の
全
国
ブ
ラ
ン

ド
と
、
地
元
の
小
売
、
金
融
、
メ

デ
ィ
ア
な
ど
、
よ
く
見
か
け
る
会

社
し
か
知
ら
な
い
。
逆
に
、
存
在

意
義
と
か
、
社
会
貢
献
に
は
感
度

が
高
い
の
で
、

し
っ
か
り
と
伝

え
れ
ば
、
そ
れ

に
応
じ
た
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
は
生

ま
れ
る
。

　
採
用
に
当
た

っ
て
は
、
事
前
対
策
で
何
と
で
も

言
え
る
「
志
望
動
機
」
は
も
は
や

重
視
し
な
い
企
業
も
多
い
。
限
ら

れ
た
面
接
時
間
で
確
か
め
た
い
資

質
や
適
合
性
は
、
学
生
時
代
に
力

を
入
れ
た
こ
と
（
ガ
ク
チ
カ
）
な

ど
を
介
し
た
双
方
向
の
会
話
の
中

に
あ
る
。
そ
れ
も
、
何
を
や
っ
て

き
た
か
を
聞
く
だ
け
で
は
不
足

だ
。
人
事
担
当
者
は
上
手
に
質

問
を
し
な
が
ら
価
値
基
準
を
探

る
技
術
や
、
そ
の
場
で
さ
り
げ

な
く
学
生
に
気
づ
き
を
与
え
る

手
法
な
ど
を
磨
く
べ
き
で
あ

る
。

　
そ
の
前
に
最
も
有
益
な
方
法

が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
活
用
し
て
就
活
生
の
素
顔
を

知
る
こ
と
だ
。
暗
記
対
策
で
は

ど
う
し
よ
う
も
な
い
実
力
テ
ス

ト
が
で
き
る
利
点
が
あ
る
。
ま

た
、
実
力
テ
ス
ト
に
自
ら
興
味

を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
学
生

は
、
御
社
に
と
っ
て
必
要
か
つ

鍛
え
が
い
の
あ
る
学
生
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。
手
間
と
人
員

を
割
い
て
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画

し
実
施
す
る
効
用
は
計
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
る
と
思
う
。（完

）

第
一
三
三
回

経
済
雑
感

青
森
中
央
学
院
大
学

　経
営
法
学
部

教
授

　竹
内

　紀
人

問
屋
町
交
通
診
断

青森中央学院大学
経営法学部　教授
竹内　紀人 氏
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青
森
県
内
５
卸
団
地
で
組
織
さ

れ
る
青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協
議

会
の
第
36
回
通
常
総
会
が
11
月
24

日
（
木
）、
ホ
テ
ル
青
森
で
開
催

さ
れ
た
。

　
県
内
各
地
の
卸
団
地
か
ら
20
名

が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
総
会
で

は
、
西
会
長
（
㈿
青
森
総
合
卸
セ

ン
タ
ー
理
事
長
）
が
議
長
に
選
出

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
総
会
後
に
は
懇
親
会
も
開
催
さ

れ
、
各
卸
団
地
の
近
況
報
告
等
が

語
ら
れ
る
な
ど
活
発
な
情
報
交
換

が
な
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
11
月
４
日
（
金
）
に
は

　
11
月
18
日
（
金
）
と
25
日
（
金
）

の
２
日
間
、
青
森
中
央
学
院
大
学

の
学
生
が
企
業
見
学
と
し
て
当
組

合
を
訪
れ
、
組
合
事
務
局
の
小
田

切
業
務
部
長
ら
が
流
通
業
や
卸
売

問
屋
町
会
館
に
お
い
て
県
団
地
協

議
会
主
催
の
女
子
職
員
を
対
象
と

し
た
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。
各
卸

団
地
の
女
子
職
員
８
名
に
加
え
、

組
合
の
支
援
・
指
導
機
関
で
あ
る

青
森
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
か

ら
も
３
名
が
参
加
し
た
。

　
研
修
会
で
は
個
性
心
理
學
認
定

講
師
の
し
ば
た
け
ん
じ
氏
を
講
師

に
招
き
、「
ひ
と
の
個
性
を
楽
し

く
学
ぶ
個
性
心
理
學
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
コ
ツ
を
学

ん
だ
。
研
修
後
に
行
わ
れ
た
意
見

交
換
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

親
睦
を
深
め
て
い
た
。

▽
新
規
採
用

　
簡
易
郵
便
局
担
当
　
齋
藤
　
誠
治

（
２
０
２
２
年
11
月
16
日
付
）

問屋町交通診断

現況の写真をスライドに表示

第36回通常総会

女子職員研修会

学生の企業見学を受け入れ

案
件
二
．
組
合
管
理
施
設
解
体
資

金
等
の
借
入
に
つ
い
て

案
件
三
．
組
合
員
跡
地
買
取
資
金

等
の
借
換
に
つ
い
て

案
件
四
．
第
56
回
通
常
総
会
の
日

程
等
に
つ
い
て

案
件
五
．
２
０
２
２
年
度
第
８
回

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

　
理
事
会
終
了
後
に
は
青
森
問
屋

町
配
送
㈱
の
第
２
回
取
締
役
会
が

開
か
れ
、
提
出
案
件
が
全
て
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
（
工
藤
支
部
長
）
で
は
、
11
月

15
日
（
火
）
に
問
屋
町
会
館
２
階

大
会
議
室
に
お
い
て
問
屋
町
交
通

診
断
を
開
催
し
た
。

　
同
診
断
は
卸
団
地
内
や
周
辺
道

路
な
ど
の
交
通
事
故
防
止
対
策
を

協
議
す
る
も
の
。
交
通
診
断
で
の

協
議
の
結
果
、
関
係
機
関
か
ら
多

く
の
協
力
が
得
ら
れ
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
の
補
修
や
道
路
標
示
の

塗
り
直
し
、
歩
行
者
用
信
号
機
の

新
設
な
ど
、
様
々
な
事
故
防
止
対

策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
。

　
今
回
の
診
断
に
は
関
係
機
関
で

あ
る
青
森
警
察
署
、
国
、
県
、
市

の
各
担
当
官
を
招
き
、
問
屋
町
支

部
会
員
30
名
が
参
加
。
今
年
度
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
バ
ス
に
よ
る
現
地
視
察
は
行

な
わ
ず
、
交
通
事
故
発
生
の
恐
れ

の
あ
る
箇
所
の
現
況
の
写
真
等
を

ス
ラ
イ
ド
に
表
示
し
て
協
議
を
進

め
た
。

　
今
年
度
は
問
屋
町
東
口
及
び
第

二
問
屋
町
北
口
交
差
点
、
八
ツ
役

五
叉
路
交
差
点
の
安
全
対
策
な
ど

を
協
議
。
ま
た
、
昨
年
度
冬
期
間

に
交
通
事
故
が
多
数
発
生
す
る
要

因
と
な
っ
た
交
差
点
の
大
量
積
雪

に
つ
い
て
も
対
策
を
強
く
要
望
し

た
。

　
ま
た
交
通
診
断
終
了
後
に
は
、

事
故
多
発
交
差
点
で
あ
る
青
森
中

央
Ｉ
Ｃ
前
交
差
点
に
お
け
る
交
通

事
故
対
策
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

と
別
途
協
議
を
行
っ
た
。

　
11
月
28
日
（
月
）
に
第
７
回
理

事
会
が
開
か
れ
、
全
て
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
か
ら
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
職
域
接
種
や
問
屋
町
１
０

０
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
結
果
な
ど

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お

り
。

案
件
一
．
環
境
対
策
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

　
問
屋
町
内
除
排
雪
作
業
の
委
託

業
者
や
木
製
パ
レ
ッ
ト
等
リ
サ
イ

ク
ル
回
収
の
収
集
日
変
更
な
ど
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

今
年
度
の
問
屋
町
内
除
排
雪

作
業
の
委
託
業
者
な
ど
承
認

第
７
回
理
事
会

県
内
の
卸
団
地
が
交
流

中
央
学
院
大
生
が
組
合
を
見
学

問
屋
町
簡
易
郵
便
局

新
規
パ
ー
ト
採
用
の
お
知
ら
せ

問
屋
町
内
の
交
通
事
故
防
止
に

向
け
て
対
策
を
協
議

…
問
屋
町ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

業
、
問
屋
町
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
こ
の
企
業
見
学
は
青
森
中
央
学

院
大
学
１
、
２
年
生
の
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
授
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
、
毎
年
様
々
な
企
業
を

訪
問
し
て
実
社
会
の
経
済
活
動
を

体
感
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て

い
る
。

　
当
日
は
経
営
法
学
部
の
１
、
２

年
生
約
40
名
が
参
加
し
、
普
段
、

直
接
的
な
関
わ
り
が
少
な
い
流
通

業
や
卸
売
業
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
。

【
２
０
２
３
年 
組
合
員
新
年
会
】

①
日
時
　
２
０
２
３
年
１
月
６
日

　
　
　
　（
金
）
午
後
６
時

②
会
場
　
ホ
テ
ル
青
森

　
　
　
　
３
階
「
孔
雀
の
間
」  

③
会
費
　
お
一
人
に
つ
き
　

　
　
　
　
３
２
０
０
円
（
税
込
）

２
日
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
職

域
接
種
（
１
日
目
）

４
日
▽
県
流
通
団
地
連
絡
協
議
会

第
１
回
団
地
組
合
女
子
職
員

研
修
会

５
日
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
職

域
接
種
（
２
日
目
）

６
日
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
職

域
接
種
（
３
日
目
）

９
日
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
職

域
接
種
（
４
日
目
）

　
　
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
第
２
回
幹
事
会

12
日
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
職

域
接
種
（
５
日
目
）

15
日
▽
金
融
審
査
会

　
　
▽
安
協
問
屋
町
支
部
問
屋
町

交
通
診
断

17
日
▽
国
内
経
済
視
察
会

　
　（
〜
19
日
）

18
日
▽
青
森
中
央
学
院
大
学
企
業

見
学
（
１
日
目
）

22
日
▽
第
14
回
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
教
室

　
　（
男
性
限
定
）

24
日
▽
第
２
回
環
境
対
策
委
員
会

▽
北
日
本
流
通
ヴ
ァ
ン
㈱
第

２
回
取
締
役
会

　
　
▽
県
流
通
団
地
連
絡
協
議
会

第
１
回
理
事
会
・
第
36
回
通

常
総
会

25
日
▽
青
森
中
央
学
院
大
学
企
業

見
学
（
２
日
目
）

　
　
▽
第
46
回
問
屋
町
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
（
１
日
目
）

28
日
▽
第
７
回
理
事
会

29
日
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
34

回
会
員
交
流
会

11
月

１
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
第
４
回

街
頭
指
導

９
日
▼
営
業
初
心
者
戦
力
化
セ
ミ

ナ
ー（
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
編
）

10
日
▼
経
営
相
談
会
（
第
９
期
）

16
日
▼
新
任
管
理
者
研
修

　
　（
〜
18
日
）

22
日
▼「
相
談
」
対
応
ス
キ
ル
向

上
セ
ミ
ナ
ー

24
日
▼
基
礎
か
ら
学
ぶ
年
末
調
整

研
修
①

29
日
▼
基
礎
か
ら
学
ぶ
年
末
調
整

研
修
②

県
団
地
協
議
会
総
会・職
員
研
修
会

　
前
号
に
引
き
続
き
、
青
森
中

央
学
院
大
学
の
竹
内
教
授
に
よ

る
経
済
雑
感
を
お
送
り
す
る
。

　
英
国
の
著
名
な
辞
書
が
選
ん

だ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ 

ｏ
ｆ 

ｔ
ｈ
ｅ 

Ｙ
ｅ

ａ
ｒ
２
０
２
２
（
日
本
で
い
う

「
今
年
の
流
行
語
大
賞
」）
は
、

〝
Ｐ
ｅ
ｒ
ｍ
ａ
ｃ
ｒ
ｉ
ｓ
ｉ
ｓ
〞

だ
そ
う
だ
。「
長
期
間
に
わ
た

る
危
機
」。
言
う
ま
で
も
な
く
、

紛
争
が
続
く
世
界
情
勢
、
コ
ロ

ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
継
続
、

資
源
不
足
等
に
起
因
す
る
世
界

経
済
の
ふ
ら
つ
き
、
さ
ら
に
は

気
候
変
動
に
よ
る
深
刻
な
自
然

災
害
な
ど
を
包
含
し
て
い
る
。

日
本
の
私
た
ち
に
も
な
る
ほ
ど

と
思
わ
せ
る
言
葉
だ
。

　
こ
う
し
た
混
迷
の
時
代
に
は
、

先
行
き
を
見
据
え
、
変
化
へ
の
対

応
を
し
っ
か
り
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
人
材
が
不
可
欠
で
あ
る
。

し
か
し
、「
そ
ん
な
人
材
は
青
森

に
は
い
な
い
。
そ
ん
な
素
晴
ら
し

い
人
材
は
ウ
チ
の
よ
う
な
会
社
を

選
ん
で
く
れ
な

い
」と
皆
さ
ん
は

言
う
。
確
か
に
、

最
初
か
ら「
変

化
と
対
策
」を

考
え
、「
同
僚
や

上
司
と
建
設
的

な
意
見
を
交
わ
し
」、「
自
ら
動
け

る
」
人
材
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
で
き
そ
う
な
人
材
を
集
め
、

見
抜
き
、
教
育
す
る
方
法
は
、
私

た
ち
が
考
え
る
べ
き
事
案
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
自
社
の
存
在
意
義
を

「
見
え
る
化
」
し
、
プ
レ
ゼ
ン
資

料
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
学
生
の

興
味
は
確
実
に
向
上
さ
せ
ら
れ

る
。今
の
学
生
は
物
を
知
ら
な
い
。

企
業
名
で
す
ら
、
自
分
が
興
味
を

持
っ
て
い
る
一
部
の
全
国
ブ
ラ
ン

ド
と
、
地
元
の
小
売
、
金
融
、
メ

デ
ィ
ア
な
ど
、
よ
く
見
か
け
る
会

社
し
か
知
ら
な
い
。
逆
に
、
存
在

意
義
と
か
、
社
会
貢
献
に
は
感
度

が
高
い
の
で
、

し
っ
か
り
と
伝

え
れ
ば
、
そ
れ

に
応
じ
た
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
は
生

ま
れ
る
。

　
採
用
に
当
た

っ
て
は
、
事
前
対
策
で
何
と
で
も

言
え
る
「
志
望
動
機
」
は
も
は
や

重
視
し
な
い
企
業
も
多
い
。
限
ら

れ
た
面
接
時
間
で
確
か
め
た
い
資

質
や
適
合
性
は
、
学
生
時
代
に
力

を
入
れ
た
こ
と
（
ガ
ク
チ
カ
）
な

ど
を
介
し
た
双
方
向
の
会
話
の
中

に
あ
る
。
そ
れ
も
、
何
を
や
っ
て

き
た
か
を
聞
く
だ
け
で
は
不
足

だ
。
人
事
担
当
者
は
上
手
に
質

問
を
し
な
が
ら
価
値
基
準
を
探

る
技
術
や
、
そ
の
場
で
さ
り
げ

な
く
学
生
に
気
づ
き
を
与
え
る

手
法
な
ど
を
磨
く
べ
き
で
あ

る
。

　
そ
の
前
に
最
も
有
益
な
方
法

が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
活
用
し
て
就
活
生
の
素
顔
を

知
る
こ
と
だ
。
暗
記
対
策
で
は

ど
う
し
よ
う
も
な
い
実
力
テ
ス

ト
が
で
き
る
利
点
が
あ
る
。
ま

た
、
実
力
テ
ス
ト
に
自
ら
興
味

を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
学
生

は
、
御
社
に
と
っ
て
必
要
か
つ

鍛
え
が
い
の
あ
る
学
生
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。
手
間
と
人
員

を
割
い
て
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画

し
実
施
す
る
効
用
は
計
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
る
と
思
う
。（完

）

第
一
三
三
回

経
済
雑
感

青
森
中
央
学
院
大
学

　経
営
法
学
部

教
授

　竹
内

　紀
人

問
屋
町
交
通
診
断

青森中央学院大学
経営法学部　教授
竹内　紀人 氏
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県
境
に
あ
る
人
口
約
３
千
人
の
町

で
、
最
大
標
高
が
１
４
５
５
ｍ
あ

る
た
め
「
雲
の
上
の
町
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
町
内
に
は
新
国
立
競

技
場
の
設
計
を
手
掛
け
た
建
築
家

隈
研
吾
氏
が
設
計
し
た
建
物
が
町

庁
舎
を
は
じ
め
６
カ
所
も
あ
り
、

町
内
産
木
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
用
い

ら
れ
、
観
光
資
源
と
し
て
も
活
躍

す
る
。

　
そ
の
ほ
か
視
察
団
一
行
は
、
全

国
の
ト
ヨ
タ
販
売
店
の
中
で
顧
客

満
足
度
日
本
一
を
13
年
連
続
で
達

成
し
、
日
本
経
営
品
質
賞
を
受
賞

し
た
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
南
国
㈱
な
ど

を
視
察
し
た
。

職
域
接
種
が
無
事
終
了

４
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

高知卸商センター

隈氏が設計した梼原町立図書館 産業会館で開催された大農林水産祭
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46
回
問
屋
町
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
が
11
月
25
日
（
金
）
と
12
月
２

日
（
金
）
に
ア
オ
モ
リ
ボ
ウ
ル
で

開
催
さ
れ
、
15
社
か
ら
93
名
が
参

加
し
た
。
今
回
も
昨
年
同
様
、
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
に
よ
り
密
を

避
け
る
た
め
、
参
加
チ
ー
ム
を
２

日
間
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。

　
大
会
は
１
チ
ー
ム
３
名
の
団
体

戦
と
個
人
戦
が
行
わ
れ
、
２
ゲ
ー

ム
の
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
で
順
位
が

決
定
さ
れ
る
。
団
体
戦
で
は
㈱
青

森
新
生
活
互
助
会
チ
ー
ム
が
優
勝

を
果
た
し
た
。
個
人
戦
男
性
の
部

の
優
勝
者
は
㈱
吉
田
産
業
の
福
士

克
夫
氏
、
女
性
の
部
は
同
社
の
蝦

名
え
り
か
氏
が
個
人
３
連
覇
の
偉

業
を
達
成
し
た
。

　
同
大
会
で
は
ス
コ
ア
上
位
者
以

外
で
も
獲
得
で
き
る
特
別
賞
を
多

数
用
意
。
12
月
９
日
（
金
）
に
問

屋
町
会
館
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で

は
、
江
渡
労
務
対
策
委
員
長
か
ら

入
賞
者
へ
賞
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

参
加
者
は
た
く
さ
ん
の
賞
品
を
手

に
し
、
笑
顔
で
持
ち
帰
っ
た
。

団体優勝の青森新生活互助会チーム

　
組
合
で
は
、
11
月
17
日
か
ら
19

日
ま
で
の
３
日
間
、
国
内
経
済
視

察
会
を
開
催
し
た
。
今
回
は
西
理

事
長
を
団
長
に
組
合
員
ら
11
名
が

参
加
し
、
高
知
県
の
卸
団
地
な
ど

を
視
察
し
た
。

　
初
め
に
訪
れ
た
高
知
卸
商
セ
ン

タ
ー
㈿
は
、
卸
団
地
内
に
蔦
屋
書

店
や
ニ
ト
リ
な
ど
の
大
型
小
売
店

に
加
え
、産
直
施
設
や
衣
料
品
店
、

飲
食
店
な
ど
一
般
客
向
け
の
施
設

が
多
数
あ
る
全
国
で
も
珍
し
い
卸

団
地
で
あ
っ
た
。

　
次
に
視
察
し
た
梼
原
町
（
ゆ
す

は
ら
ち
ょ
う
）
は
、
愛
媛
県
と
の

加
え
青
森
県
立
保
健
大
学
の
学
生

ア
ル
バ
イ
ト
ら
が
担
当
。
４
回
目

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ

全
員
が
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
慣
れ

て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
接
種
が
進

め
ら
れ
た
。
利
用
者
か
ら
は
「
会

社
の
近
く
で
待
ち
時
間
も
少
な
く

接
種
で
き
、
あ
り
が
た
い
」
と
好

評
で
あ
っ
た
。

　
職
域
接
種
の
実
施
に
よ
り
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る

地
域
の
負
担
を
軽
減
し
て
接
種
の

加
速
化
が
図
ら
れ
、
安
心
・
安
全

な
職
場
環
境
整
備
や
経
済
活
動
の

早
期
回
復
に
一
役
買
っ
た
。

　
問
屋
町
会
館
２
階
で
実
施
さ
れ

た
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
一
方
通
行

の
動
線
を
確
保
し
、
換
気
を
行
う

な
ど
三
密
を
回
避
。
マ
ス
ク
着
用

や
手
指
消
毒
な
ど
感
染
防
止
対
策

を
徹
底
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ま

で
同
様
、
村
上
新
町
病
院
の
協
力

の
も
と
医
師
や
看
護
師
を
手
配

し
、
ス
タ
ッ
フ
も
事
務
局
職
員
に

　
組
合
で
は
11
月
に
５
日
間
の
日

程
で
、
４
回
目
と
な
る
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
を
実
施
し

た
。
今
回
の
接
種
ワ
ク
チ
ン
は
、

変
異
株
で
あ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

（
Ｂ
Ａ
・
１
）に
対
応
す
る
も
の
。

組
合
員
や
近
隣
企
業
従
業
員
、
そ

の
家
族
を
合
わ
せ
て
１
３
３
２
人

が
接
種
し
た
。

コロナワクチン職域接種

　
４
回
目
と
な
る
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
が

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
医

師
及
び
看
護
師
を
派
遣
い
た

だ
い
た
村
上
新
町
病
院
様
に

心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。
今
回
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
集
団

予
防
接
種
の
翌
週
に
新
型
コロ
ナ
職

域
接
種
を
行
う
強
行
ス
ケ
ジ
ュー
ル

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
実
施
で

き
た
の
は
、
し
っ
か
り
と
準
備
し
て

運
営
し
た
事
務
局
ス
タ
ッフ
あ
って
の

こ
と
。
頼
も
し
い
限
り
で
す
▼
さ
て

２
０
２
２
年
度
の
組
合
事
業
は
、
こ

こ
ま
で
は
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
す
が
に

大
規
模
か
つ
飲
食
を
伴
う
納
涼
パー

テ
ィ
ー
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
コロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
や
合
同
交
流
会
は
３
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
よ
う

や
く
通
常
モ
ー
ド
に
戻
って
き
た
と

いっ
た
感
じ
で
す
▼
イ
ベン
ト
の
再
開

に
関
し
て
は
、
や
は
り
青
森
ね
ぶ
た

祭
の
復
活
が
大
き
か
っ
た
。
ね
ぶ
た

が
や
れ
た
の
な
ら
こ
れ
も
で
き
そ
う

だ
、
と
前
向
き
な
好
循
環
が
生
ま

れ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
来
年

の
ね
ぶ
た
祭
も
楽
し
み
で
す
▼
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
を
震
撼
さ

せ
て
か
ら
も
う
す
ぐ
３
年
。
最
初

の
頃
は
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
と
ど
う
向

き
合
う
の
か
手
探
り
で
し
た
が
、

現
在
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
か
な
り
進

み
、
経
口
薬
も
海
外
製
の
モ
ル
ヌ
ピ

ラ
ビ
ル
や
国
産
の
ゾ
コ
ー
バ
が
開
発
さ

れ
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
対
応
策
が

と
れ
る
よ
う
に
な
って
き
ま
し
た
。

新
年
は
明
る
いニュー
ス
が
多
い
こ
と

を
切
に
願
い
ま
す
。（
小
田
切
）

　
今
回
は
、
今
年
９
月
に
㈱
商
工

組
合
中
央
金
庫
青
森
支
店
に
赴
任

さ
れ
た
、
深
道
支
店
長
に
お
話
を

伺
っ
た
。

　
同
金
庫
は
昭
和
初
期
に
度
重
な

る
恐
慌
の
混
乱
の
中
で
中
小
企
業

を
支
え
る
た
め
昭
和
11
年
に
設

立
。
国
内
及
び
海
外
に
１
０
６
店

舗
等
を
有
し
、
組
合
支
援
、
経
営

改
善
支
援
、
海
外
展
開
支
援
、
事

業
承
継
支
援
な
ど
の
提
供
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　
同
金
庫
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺

う
と
「
新
中
期
計
画
に
お
い
て
、

お
客
様
に
対
し
変
化
に
つ
よ
い
企

業
経
営
を
実
現
す
る
た
め
の
総
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
当
金
庫
の
企
業
価
値
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の
主
要
戦
略

と
し
て
①
情
報
サ
ー
ビ
ス
・
人
財
サ

ー
ビ
ス
・
高
度
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
総

合
的
な
課
題
解
決
力
強
化
を
目
的
と

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
シ
フ
ト
、②
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

経
営
支
援
、
事
業
再
生
支
援
の
３
つ

の
分
野
を
積
極
的
に
強
化
し
て
い
く

差
別
化
分
野
の

確
立
、③
環
境
変

化
に
強
い
組
織

づ
く
り
を
行
う

企
業
変
革
に
取

組
み
ま
す
。
当

金
庫
の
安
定
的

な
経
営
基
盤
を

維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
組
合
の
活
性
化
支
援
を

通
じ
た
関
係
の
維
持
・
向
上
は
不
可

欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
地
域

再
生
、
産
業
構
造
再
構
築
支
援
等
の

取
組
み
に
際
し
て
は
、
組
合
の
組
織

化
機
能
の
活
用
が
有
効
で
あ
り
、
効

果
的
な
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
」
と
ア
ピ
ー
ル
。

　
新
任
地
で
の
目
標
を
尋
ね
る
と

「
ま
ず
は
県
や
市
と
い
っ
た
地
方
公

共
団
体
、
経
済
団
体
、
地
域
金
融
機

関
な
ど
の
皆
様
と
連
携
し
、
青
森
経

済
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
当
金
庫
の
特

徴
で
も
あ
る
全

国
展
開
を
活
か

し
た
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
、

体
制
を
強
化
し

て
い
る
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
経
営
支

援
に
積
極
的
に

取
組
み
た
い
で

す
」
と
力
強
く
語
る
。

　
青
森
の
第
一
印
象
は
「
津
軽
平
野

の
壮
大
さ
、
岩
木
山
や
八
甲
田
山
、

青
森
湾
と
陸
奥
湾
の
景
観
な
ど
自
然

の
美
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
問
屋
町
に
お
い
て
は
入
口
に
配
置

さ
れ
て
い
る
看
板
の
デ
ザ
イ
ン
が
お

洒
落
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
組
合

員
の
皆
様
も
と
て
も
仲
が
良
く
、

問
屋
町
全
体
を
盛
り
上
げ
る
意
識

が
非
常
に
高
い
と
思
い
ま
し
た
」

と
話
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
話
が
及
ぶ
と

「
大
学
ま
で
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て

い
ま
し
た
。
本
当
は
ラ
グ
ビ
ー
が

大
好
き
で
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
る
こ

と
を
夢
見
て
い
ま
し
た
が
、
危
険

だ
か
ら
と
反
対
さ
れ
て
諦
め
ま
し

た
。
今
で
も
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
は
大

好
き
で
す
。
ま
た
温
泉
県
大
分
育

ち
な
の
で
、
朝
か
ら
温
泉
に
入
る

こ
と
に
も
幸
せ
を
感
じ
ま
す
」
と

笑
う
。

　
座
右
の
銘
は
「
守
破
離
と
い
う

言
葉
で
、
ま
ず
は
基
本
の
型
を
大

切
に
し
、
そ
の
中
で
自
分
を
活
か

せ
る
も
の
を
選
択
し
な
が
ら
、
最

後
に
自
分
の
個
性
を
加
え
て
い
く

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
締

め
く
く
っ
た
。
　
　
　
　（
47
歳
）

㈱商工組合中央金庫
青森支店 支店長

新
支
店
長
に
聞
く

青
森
産
業
会
館
で
３
年
ぶ
り
に
大
農
林
水
産
祭
開
催

は
、
２
日
間
通
し
て
長
蛇
の
列
が

で
き
て
い
た
。

　
卸
団
地
に
あ
る
青
森
産
業
会
館

に
お
い
て
11
月
12
日
（
土
）・
13

日
（
日
）
の
２
日
間
、
津
軽
海
峡

交
流
圏
大
農
林
水
産
祭
が
開
催
さ

れ
た
。
当
イ
ベ
ン
ト
は
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
開
催
が
見
送
ら
れ
て
き
て

い
た
が
、
こ
の
た
び
３
年
ぶ
り
の

実
施
と
な
っ
た
。

　
青
森
県
と
南
北
海
道
の
農
林
水

産
物
や
加
工
品
等
を
販
売
す
る
ブ

ー
ス
が
60
以
上
出
店
。
初
日
に
は

小
野
寺
青
森
市
長
も
会
場
を
訪

れ
、
２
日
間
で
８
千
人
近
く
の
来

場
客
を
集
め
た
。
特
に
人
気
だ
っ

た
十
三
湖
し
じ
み
の
す
く
い
ど
り

　
組
合
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
教
室
が
、「
い
い
夫
婦
の
日
」に
ち

な
ん
で
11
月
22
日（
火
）に
男
性
限

定
で
開
催
さ
れ
た
。
問
屋
町
会
館

２
階
で
行
わ
れ
た
同
教
室
に
は
組

合
員
従
業
員
23
名
が
参
加
し
た
。

　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室
は
花
の
普
及
を
目
的
に
青
森
県

花
の
く
に
づ
く
り
推
進
協
議
会
の

協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
、
今
年
で

８
年
目
と
な
る
。

　
参
加
者
は
講
師
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
、
１
時
間
ほ
ど
で
作
品
を

完
成
。
持
ち
帰
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
は
パ
ー
ト
ナ
ー
へ

贈
ら
れ
た
。

　
参
加
者
は
「
毎
回
参
加
し
て
お

り
、
最
近
は
妻
か
ら
〝
そ
ろ
そ
ろ

じ
ゃ
な
い
？
〞
と
待
ち
焦
が
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
笑
顔
で

感
想
を
語
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
12
月
８
日
（
木
）
に
は

男
女
不
問
の
同
教
室
が
開
催
さ

れ
、
組
合
員
の
女
性
従
業
員
を
中

心
に
34
名
が
参
加
し
た
。

フラワーアレンジメント教室

入　学　生　募　集　！入　学　生　募　集　！
－ ICTのスペシャリストを育成!! －

受付

問診

接種待ち

接種

高
知
県
の
卸
団
地
な
ど
を
視
察

国
内
経
済
視
察
会

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
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